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近
年
、
社
員
の
健
康
を
重
要
な
経
営
資
源

と
捉
え
、
健
康
増
進
に
積
極
的
に
取
り
組
む

経
営
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
「
健
康
経
営
」
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
従
業
員
の
健
康
管
理
が
企

業
の
生
産
性
向
上
や
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
拡
大

に
つ
な
が
る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、
健

康
管
理
を
個
人
任
せ
に
せ
ず
、
企
業
が
積
極

的
に
関
与
す
る
経
営
戦
略
で
あ
る
。
二
〇
一

二
年
、
日
本
政
策
投
資
銀
行
は
健
康
に
関
す

る
取
り
組
み
状
況
を
融
資
条
件
に
反
映
さ
せ

る
格
付
け
制
度（
１
）
を
創
設
。
二
〇
一
五
年

三
月
に
は
経
済
産
業
省
と
東
京
証
券
取
引
所

が
共
同
で
、
従
業
員
の
健
康
増
進
に
積
極
的

な
企
業
を
「
健
康
経
営
銘
柄
」（
２
）
と
し
て

選
定
・
公
表
す
る
な
ど
、
従
業
員
の
健
康
維

持
・
増
進
を
経
営
課
題
と
し
て
取
り
組
む
企

業
の
動
き
を
後
押
し
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、愛
知
県
経
営
者
協
会（
清

水
順
三
会
長
）
は
五
月
、
報
告
書
『
今
か
ら

始
め
よ
う
！
「
健
康
経
営
」
～
「
不
健
康
予

防
」
と
「
生
産
性
向
上
」
の
た
め
の
ア
イ
デ
ィ

ア
集
～
』
を
発
表
し
た
。
報
告
書
は
、
同
協

会
の
「
従
業
員
の
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
」

研
究
委
員
会
が
、
企
業
に
お
け
る
健
康
づ
く

り
の
取
り
組
み
施
策
を
は
じ
め
、
職
場
風
土

や
従
業
員
の
健
康
管
理
意
識
な
ど
に
つ
い
て
、

主
に
予
防
の
視
点
か
ら
幅
広
く
調
査
を
行
い

と
り
ま
と
め
た
も
の
。
会
員
企
業
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
課
題
を
抽
出
し
、
解

決
策
の
方
向
性
を
示
す
と
と
も
に
三
〇
社
の

取
り
組
み
事
例
を
掲
載
し
て
い
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
と
課
題
解
決
に
向
け
た
提

言
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

Ⅰ　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

　

愛
知
県
経
営
者
協
会
は
、
従
業
員
の
健
康

づ
く
り
に
関
す
る
組
織
・
体
制
の
現
状
や
具

体
的
な
取
り
組
み
等
の
現
状
を
把
握
す
る
た

め
、
会
員
企
業
（
九
二
六
社
）
の
主
管
部
署

担
当
者
を
対
象
に
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
～

一
二
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

回
答
企
業
は
一
四
六
社
（
回
収
率
一
五
・

八
％
）
で
、
製
造
業
が
五
七
・
五
％
、
非
製

造
業
が
四
二
・
五
％
。
従
業
員
規
模
別
で
は
、

「
三
〇
〇
人
以
上
」
が
六
一
％
、「
二
九
九
人

以
下
」
が
三
九
％
だ
っ
た
。

過
半
数
が
健
康
管
理
の
方
針
を
策
定

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
毎
年
、
健
康
管
理
や
健

康
づ
く
り
に
関
す
る
「
方
針
」
を
定
め
て
い

る
の
は
五
四
％
、「
計
画
」
を
策
定
し
て
い
る

の
は
四
七
％
、「
予
算
措
置
」
を
講
じ
て
い
る

の
は
六
六
％
だ
っ
た
。
従
業
員
規
模
別
で
み

る
と
、「
方
針
」の
策
定
は「
三
〇
〇
人
以
上
」

が
七
〇
％
、「
二
九
九
人
以
下
」
が
三
〇
％
、

「
計
画
」は
そ
れ
ぞ
れ
五
八
％
、三
〇
％
、「
予

算
措
置
」
は
同
八
一
％
、
四
一
％
と
な
っ
て

お
り
、
三
〇
〇
人
以
上
の
企
業
の
実
施
比
率

が
二
九
九
人
以
下
の
企
業
の
二
倍
前
後
と

な
っ
て
い
る
。

　

報
告
書
は
「
と
く
に
中
小
企
業
で
は
健
康

づ
く
り
施
策
を
実
施
で
き
る
余
裕
が
大
企
業

に
比
べ
て
少
な
い
か
、
あ
る
い
は
そ
の
重
要

性
を
認
識
し
て
い
て
も
、
自
社
の
経
営
資
源

を
十
分
に
配
分
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と

し
て
「
中
小
企
業
の
健
康
管
理
は
都
度
対
応

に
な
り
が
ち
で
、
定
期
的
な
計
画
策
定
に
ま

で
至
ら
な
い
」
と
み
て
い
る
。

規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
社
外
機
関
の 

活
用
が
高
い

　

産
業
医
や
保
健
師
な
ど
の
健
康
管
理
を
行

う
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
と
充
足
状
況
に
つ
い
て

み
る
と
（
図
１
）、
充
足
し
て
い
る
か
否
か

に
か
か
わ
ら
ず
「
専
任
の
担
当
者
を
配
置
」

し
て
い
る
の
は
五
六
％
（「
専
任
の
担
当
者

を
配
置
し
人
数
も
充
足
」
の
二
五
％
＋
「
専

任
の
担
当
者
を
配
置
し
て
い
る
が
人
手
不

足
」
の
三
一
％
）
と
、
半
数
を
超
え
る
企
業

に
専
任
の
担
当
者
が
い
る
。
担
当
者
が
い
る

か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、「
十
分
な
業
務
遂

行
」
が
可
能
と
回
答
し
た
比
率
は
三
八
％
で
、

「
人
手
不
足
」
と
答
え
た
の
が
四
〇
％
だ
っ

た
。
た
だ
し
、
図
１
を
み
て
も
分
か
る
よ
う

に
、
規
模
が
小
さ
い
企
業
で
は
専
任
の
担
当

者
を
置
い
て
い
る
割
合
が
低
く
、
外
部
へ
委

託
す
る
割
合
が
高
い
。

　

実
際
、「
社
外
機
関
を
活
用
し
て
い
る
」
の

は
全
体
の
一
七
％
だ
が
、「
二
九
九
人
以
下
」

で
は
三
三
％
に
達
し
て
い
る
。「
一
時
対
応

は
主
管
部
署
、
そ
れ
以
外
は
社
外
機
関
を
活

用
」
を
含
め
る
と
、「
二
九
九
人
以
下
」
で
は

五
八
％
と
、
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
社
外
機
関

の
活
用
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

　

一
方
、
法
令
上
に
選
任
義
務
の
あ
る
「
衛

生
管
理
者
」に
つ
い
て
は
、「
活
用
し
て
い
る
」

と
回
答
し
た
の
は
五
三
％
。「
三
〇
〇
人
以

上
」が
五
八
％
、「
二
九
九
人
以
下
」が
四
二
％

と
、
い
ず
れ
も
半
数
前
後
に
と
ど
ま
り
、
衛

生
管
理
者
の
活
用
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い

状
況
が
う
か
が
え
る
。

約
六
割
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を

実
施

　

健
保
組
合
な
ど
の
保
険
者
や
労
働
組
合
等

と
連
携
し
た
健
康
づ
く
り
施
策
に
つ
い
て
は
、

「
健
康
づ
く
り
や
疾
病
予
防
に
関
す
る
情
報

提
供
」（
七
六
％
）、「
職
場
で
の
体
操
の
奨

励
」（
六
四
％
）、「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す

る
社
内
・
社
外
の
専
門
窓
口
の
設
置
」（
六

二
％
）、「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
研
修
・

講
習
」（
六
〇
％
）
が
半
数
以
上
の
企
業
で
実

「
健
康
経
営
」の
取
り
組
み
に
関
す
る
調
査
と
事
例
を
掲
載

愛
知
県
経
営
者
協
会
報
告
書

図１　健康スタッフの充足状況 （回答145社）  単位％

11

34

25

27

4

13

18

39

31

11

8

9

30

11

19

4

3

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

299人以下

300人以上

全体

専任の担当者を配置し、

人数も充足

専任の担当者は配置して

いないが、十分に業務遂

行できている

専任の担当者を配置して

いるが、人手不足

専任の担当者もおらず、

人手不足

担当者を置かず、外部へ
委託

その他



特集―働く人の心と体の健康

Business Labor Trend 2015.9

41

施
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
そ
の
他
の
施
策
に
つ

い
て
も
一
定
の
比
率
で
実
施
さ
れ
て
い
る

（
図
２
）。
各
社
の
取
り
組
み
事
例
で
は
、【
生

活
習
慣
の
改
善
、
体
力
増
進
】
と
し
て
「
メ

タ
ボ
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
」「
事
業
場
内

特
定
階
ま
で
の
階
段
利
用
の
励
行
」
な
ど
を
、

【
食
生
活
の
改
善
】
に
は
「
栄
養
相
談
、
高

血
糖
者
へ
の
改
善
指
導
（
保
健
師
や
栄
養
士

と
の
面
談
）」
な
ど
を
、【
休
暇
や
休
憩
の
取

得
の
奨
励
】
に
は
「
フ
リ
ー
ホ
リ
デ
ー
制
度
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
制
度
、
メ
モ
リ
ア
ル
休

暇
制
度
の
整
備
」「
有
給
休
暇
一
斉
取
得
日
の

設
置
」
な
ど
を
、
ま
た
【
そ
の
他
】
と
し
て

「
健
診
費
用
の
全
額
企
業
負
担
」「
カ
フ
ェ
テ

リ
ア
プ
ラ
ン
へ
の
健
康
増
進
メ
ニ
ュ
ー
の
追

加
」
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
健
診
結
果
を
分
析
・
活
用
」
し
て

い
る
企
業
は
四
割

　

従
業
員
の
定
期
健
康
診
断
結
果
に
つ
い
て

は
、
六
五
％
の
企
業
が
加
入
健
保
組
合
等
か

ら
情
報
提
供
を
受
け
て
い
る
。
そ
う
し
た
情

報
を
健
康
づ
く
り
に
「
活
用
し
て
い
る
」
と

答
え
た
企
業
は
八
一
％
に
の
ぼ
る
が
、
そ
の

内
容
は
「
デ
ー
タ
の
集
計
・
保
管
」
に
と
ど

ま
る
ケ
ー
ス
が
半
数
近
く
、「
デ
ー
タ
の
分

析
」
ま
た
は
「
分
析
結
果
の
活
用
」
ま
で
行
っ

て
い
る
企
業
は
約
四
割
だ
っ
た
（
図
３
）。

　

健
診
結
果
等
の
デ
ー
タ
活
用
が
進
ま
な
い

理
由
と
し
て
、
報
告
書
は
、
①
担
当
者
が
時

間
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ず
専
門

性
を
深
め
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
、

②
健
康
対
策
と
い
う
も
の
は
施
策
の
効
果
測

定
が
行
い
に
く
く
、
何
を
や
っ
た
か
と
い
う

活
動
実
績
に
終
始
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
、

③
企
業
と
健
康
保
険
組
合
の
連
携
不
足
、
な

ど
を
あ
げ
て
い
る
。
と
く
に
③
に
つ
い
て
、

企
業
は
労
働
安
全
衛
生
法
に
準
拠
し
た
活
動

を
行
う
の
に
対
し
、
保
険
者
（
健
保
組
合
）

は
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
保
険
給
付
や
保
健

事
業
に
従
事
し
て
お
り
、
め
ざ
す
方
向
が
異

な
る
と
指
摘
。
さ
ら
に
、
従
業
員
の
健
康
情

報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保

護
の
観
点
か
ら
、
企
業
に
よ
っ
て
は
業
務
に

直
接
必
要
の
な
い
情
報
を
持
つ
こ
と
へ
の
リ

ス
ク
等
も
加
わ
り
、
情
報
の
保
有
・
活
用
に

及
び
腰
に
な
る
場
合
も
多
い
と
し
て
い
る
。

法
定
外
分
野
ま
で
意
識
が
回
り
に
く
い

　

健
康
診
断
結
果
に
つ
い
て
、
有
所
見
者
に

対
す
る
再
検
査
受
診
を
促
す
た
め
の
取
り
組

み
は
八
一
％
の
企
業
で
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、

労
働
安
全
衛
生
上
の
受
診
義
務
の
対
象
外
と

な
る
「
要
経
過
観
察
」
者
に
つ
い
て
の
対
策

を
実
施
し
て
い
る
企
業
は
三
二
％
に
と
ど
ま

り
、「
二
九
九
人
以
下
」
で
は
二
一
％
と
さ
ら

図２　実施中の健康づくりの取り組み （回答146社）

図３　定期健診結果等の情報の活用内容 （回答65社）

図４　担当者による従業員の印象  （回答 144社）
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に
低
く
な
っ
て
い
る
。

　

報
告
書
は
、担
当
者
に
と
っ
て
業
務
が「
法

定
」
の
も
の
で
あ
る
か
否
か
の
違
い
は
大
き

い
と
指
摘
。
企
業
に
対
す
る
法
的
対
応
事
項

は
増
加
・
拡
大
傾
向
に
あ
り
、
加
え
て
生
活

習
慣
病
患
者
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
に
陥

る
従
業
員
が
増
加
傾
向
に
あ
る
現
状
に
お
い

て
は
、
担
当
者
の
業
務
負
荷
は
高
ま
る
ば
か

り
で
あ
り
、
法
定
外
・
担
当
外
分
野
ま
で
は

関
心
・
意
識
が
回
り
に
く
い
と
み
て
い
る
。

肉
体
的
に
は
強
い
が
精
神
的
に
弱
い

従
業
員
が
多
い

　

次
に
、
主
管
部
署
担
当
者
に
よ
る
従
業
員

の
現
状
認
識
へ
と
視
点
を
移
す
。
ま
ず
、
自

社
の
従
業
員­­

の
精
神
面
・
肉
体
面
の
強
さ
に

つ
い
て
、
担
当
者
の
印
象
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、「
肉
体
面
に
は
強

い
が
、
精
神
面
に
は
弱
い
」
と

答
え
た
割
合
が
四
〇
％
と
も
っ
と
も
高
く

な
っ
た
。
業
種
別
で
は
、
非
製
造
業
に
比
べ
、

製
造
業
の
企
業
の
方
が
「
精
神
的
に
弱
い
」

と
回
答
し
た
比
率
が
高
い
（
図
４
）。

　

ま
た
、
自
社
の
従
業
員
の
健
康
に
対
す
る

意
識
と
行
動
に
つ
い
て
、「
健
康
管
理
や
健
康

づ
く
り
の
大
切
さ
は
認
識
し
て
い
る
が
、
業

務
上
・
私
生
活
上
と
も
に
行
動
に
は
結
び
つ

い
て
い
な
い
」
と
答
え
た
担
当
者
は
四
四
％

で
最
多
だ
っ
た
。
と
く
に
働
き
盛
り
の
世
代

は
、
つ
い
つ
い
業
務
優
先
の
意
識
が
働
き
、

病
気
等
に
よ
り
体
に
変
調
を
き
た
す
ま
で
対

策
が
と
れ
な
い
こ
と
が
多
く
な
る
と
報
告
書

は
指
摘
し
て
い
る
。

　

次
に
、
健
康
づ
く
り
の
阻
害
要
因
に
つ
い

て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
全
体
で
は
「
個
々
の
従

業
員
の
意
識
・
行
動
」
が
も
っ
と
も
多
く
、

次
い
で
「
職
場
環
境
（
業
務
量
、
職
場
全
体

の
働
き
方
な
ど
）」
の
順
だ
っ
た
。
た
だ
し
、

非
製
造
業
に
お
い
て
は
、「
職
場
環
境
」
の
方

が
多
く
な
っ
て
い
る
（
図
５
）。

メ
ン
タ
ル
不
調
の
原
因
は
「
本
人
の

性
格
・
ス
ト
レ
ス
耐
性
」
が
最
多
に

　

報
告
書
は
、
岐
阜
県
・
三
重
県
・
愛
知
県

各
県
の
経
営
者
協
会
の
会
員
企
業
（
二
〇
〇

八
社
・
調
査
時
点
）
を
対
象
と
し
た
「
二
〇

一
三
年
度
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
実
態
調

査
」（
３
）
結
果
か
ら
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不

調
の
原
因
と
、
予
防
に
重
点
を
置
い
た
対
策

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調

の
原
因
に
つ
い
て
、
主
管
部
署
担
当
者
に
よ

る
印
象
を
聞
い
た
質
問
で
は
、
不
調
の
原
因

を「
本
人
の
性
格
・
ス
ト
レ
ス
耐
性
」と
す
る

回
答
が
七
五
％
と
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で

「
職
場
の
人
間
関
係
」（
五
五
％
）、「
仕
事
へ

の
適
性
」（
四
五
％
）の
順
と
な
っ
た
（
図
６
）。

「
長
時
間
労
働
の
抑
制
・
フ
ォ
ロ
ー
」

が
高
い
評
価

　

企
業
が
実
施
し
て
い
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
の
予
防
策
と
し
て
は
、「
長
時
間
労
働
の

抑
制
、
長
時
間
労
働
し
た
者
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
」（
七
二
％
）、「
相
談
窓
口
の
設
置
（
内

部
・
外
部
）、
相
談
機
関
の
情
報
提
供
」（
五

九
％
）
を
あ
げ
る
企
業
が
多
い
。
ま
た
、
今

後
と
く
に
重
要
と
考
え
る
対
策
で
は
、「
教
育

図５　担当者が考える健康づくりの阻害要因 （回答 145社）

図６　メンタルヘルス不調の原因 （複数選択／回答316社）

図７　メンタルヘルス予防策の検討・実施状況と今後特に 
重要と考えるもの （回答359社）
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パフォーマンスが落ちた者の処遇についての配慮、
ルール作り

対応マニュアルの整備（人事担当者・職場管理者）

メンタルヘルス対策の計画立案・実施

管理者が従業員からの相談に対応できる体制づくり

就業規則の整備（再休職の取り扱い等）
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休職から復職までの流れのルール化、プログラム策定
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相談窓口の設置（内部・外部）、相談機関の情報提供

長時間労働の抑制、長時間労働した者へのフォロー

実施中 検討中 今後特に重要

予
防

復
職
支
援

体
制
・
制
度
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（
経
営
層
・
管
理
者
・
一
般
職
）」（
三
七
％
）

が
最
多
と
な
っ
た
（
図
７
）。

　

一
方
、予
防
策
に
対
し
て「
評
価
で
き
る
」

「
ま
ず
ま
ず
評
価
で
き
る
」
と
答
え
た
割
合

が
高
か
っ
た
も
の
は
、「
従
業
員
の
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
」（
四
九
％
）
が
ト
ッ
プ
で
、

次
い
で
「
教
育
（
経
営
層
・
管
理
者
・
一
般

職
）」（
四
八
％
）、「
長
時
間
労
働
の
抑
制
、
長

時
間
労
働
し
た
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
」（
三

七
％
）
な
ど
の
順
。「
相
談
窓
口
の
設
置
（
内

部
・
外
部
）」
は
二
三
％
、「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
推
進
担
当
者
の
専
任
」
は
一
〇
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

Ⅱ　

課
題
解
決
に
向
け
た
方
向
性

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
、
報
告
書
は
、

現
状
に
お
い
て
生
じ
て
い
る
課
題
と
し
て
、

①
経
営
者
・
担
当
者
・
従
業
員
の
健
康
に
対

す
る
優
先
順
位
が
低
い
、
②
健
診
結
果
等
の

保
有
情
報
が
活
用
で
き
て
い
な
い
、
③
健
康

づ
く
り
に
割
り
当
て
る
人
的
・
物
的
資
源
が

不
足
し
て
い
る
、
④
実
施
中
の
施
策
に
対
す

る
評
価
・
検
証
が
進
ん
で
い
な
い
、
の
四
点

に
集
約
・
整
理
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
し

て
、「
従
業
員
の
健
康
状
態
が
深
刻
化
す
る
前

の
予
防
に
重
点
を
置
い
た
健
康
づ
く
り
」「
長

期
に
わ
た
り
健
康
で
業
務
に
従
事
す
る
こ
と

に
よ
る
労
働
生
産
性
の
向
上
」
と
い
う
観
点

か
ら
、
解
決
策
を
提
示
し
て
い
る
。

経
営
ト
ッ
プ
の
姿
勢
が
重
要
に

　

健
康
づ
く
り
に
限
ら
ず
、
経
営
者
の
意
思

が
施
策
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
く
、
経
営

ト
ッ
プ
や
上
位
者
が
そ
の
気
に
な
ら
な
け
れ

ば
、
社
内
展
開
は
困
難
な
も
の
と
な
る
。
経

営
ト
ッ
プ
が
自
ら
、
従
業
員
の
健
康
管
理
を

重
要
な
「
経
営
課
題
」
と
し
て
認
識
し
た
う

え
で
経
営
方
針
に
盛
り
込
み
、
健
康
管
理
の

重
要
性
に
つ
い
て
積
極
的
に
従
業
員
に
直
接

語
り
か
け
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
と
し
て
い

る
。
各
社
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
、「
社
長
自

ら
の
『
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
』

宣
言
」、「
会
社
、
労
働
組
合
、
健
保
組
合
の

三
者
一
体
と
な
っ
た
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
の
実

施
」、「『
昼
寝
』
の
制
度
化
に
よ
る
事
務
ミ
ス

の
削
減
と
労
働
生
産
性
の
向
上
」
や
「
経
営

幹
部
を
対
象
と
し
た
『
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
』
に

関
す
る
講
習
会
の
開
催
」
な
ど
を
好
事
例
と

し
て
あ
げ
て
い
る
。

保
有
情
報
の
活
用
を

　

成
果
の
上
が
っ
て
い
な
い
健
康
づ
く
り
の

施
策
は
、
企
業
一
般
に
共
通
し
た
取
り
組
み

で
あ
る
こ
と
が
多
い
と
し
て
、
主
管
部
署
担

当
者
は
、
自
社
特
有
の
問
題
に
対
応
す
る
た

め
、
不
特
定
多
数
対
象
の
取
り
組
み
と
は
別

に
、
企
業
ご
と
に
異
な
る
問
題
に
つ
い
て
、

優
先
度
や
事
業
性
を
判
断
す
る
根
拠
や
目
標

値
を
「
見
え
る
化
」
し
て
評
価
・
検
証
を
行

う
べ
き
だ
と
指
摘
。
そ
の
際
、
保
有
す
る
健

診
結
果
等
の
情
報
を
最
大
限
活
用
し
な
が
ら
、

特
定
の
従
業
員
の
健
康
状
態
を
深
く
分
析
、

ま
た
は
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
対
策
を
考
え

る
視
点
が
必
要
だ
と
す
る
。
事
例
集
に
は
、

「
血
糖
値
が
高
い
従
業
員
対
象
の
『
糖
尿
病

教
室
』
の
開
催
」、「
対
象
者
を
選
別
し
、
行

動
変
容
を
促
す
禁
煙
対
策
」、「
社
員
食
堂
に

お
け
る
喫
食
デ
ー
タ
を
用
い
た
栄
養
指
導
」

な
ど
の
企
業
の
取
り
組
み
を
掲
載
し
て
い
る
。

外
部
機
関
と
の
提
携
・
委
託
も

　

と
く
に
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
健
康
づ

く
り
に
割
く
こ
と
の
で
き
る
人
的
・
時
間
的

余
裕
は
少
な
い
。
自
社
内
で
対
応
し
き
れ
な

い
案
件
に
つ
い
て
は
、
外
部
機
関
と
の
提
携

や
委
託
に
よ
る
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
、
情
報

提
供
・
交
換
で
き
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、

ノ
ウ
ハ
ウ
の
補
強
・
共
有
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
す
る
。そ
の
際
、規
模
に
応
じ
て
費
用
対

効
果
を
見
極
め
な
が
ら
、
許
容
で
き
る
条
件

等
を
明
確
に
し
た
う
え
で
活
用
す
る
こ
と
が

重
要
だ
。事
例
と
し
て
、「
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ

ム
と
の
提
携
に
よ
る
運
動
習
慣
の
定
着
」、

「
外
部
講
師
に
よ
る
健
康
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
」、

「
社
員
食
堂
に
お
け
る
食
堂
委
託
事
業
者
と

の
食
育
促
進
」
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
た

職
場
風
土
づ
く
り
を

　

健
康
づ
く
り
を
日
々
の
職
場
の
中
で
実
践

し
て
い
く
た
め
に
は
、
企
業
・
従
業
員
の
双

方
が
当
事
者
意
識
を
持
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
重
視
し
た
職
場
風
土
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
企

業
は
普
段
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
「
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
充
実
」
に
努
め
、
健
康
づ
く
り
に

自
然
と
取
り
組
め
る
よ
う
な
職
場
の
雰
囲
気

を
醸
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
指
摘
。
具

体
的
に
は
、「
従
業
員
自
ら
血
糖
値
を
測
定
す

る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
」、「『
メ
リ
ハ
リ
ワ
ー

ク
』
の
実
践
」、「
事
業
所
ご
と
の
競
争
意
識

を
喚
起
し
改
善
を
促
す
た
め
の『
表
彰
制
度
』

の
運
用
」、「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
高
位
現
場
へ

の
周
知
と
自
主
改
善
」
な
ど
の
事
例
を
紹
介

し
て
い
る
。

◇　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

今
後
、「
予
防
」
の
た
め
の
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
全
体
的
な
施
策
だ
け
で
な
く
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
で
自
社
独
自

の
環
境
に
根
ざ
し
た
課
題
へ
の
対
処
が
求
め

ら
れ
る
。
ま
ず
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
手
を

付
け
て
い
く
と
い
う
意
味
で
は
、
健
康
診
断

結
果
等
を
分
析
・
活
用
す
る
取
り
組
み
は

も
っ
と
も
効
果
的
か
つ
現
実
的
と
言
え
る
。

そ
の
際
、
現
場
の
従
業
員
の
声
や
意
見
を
吸

い
上
げ
、
経
営
ト
ッ
プ
が
把
握
し
サ
ポ
ー
ト

す
る
姿
勢
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
う
え
で
、

施
策
を
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
実
施
す
る
と
い
う

関
係
が
理
想
的
だ
と
指
摘
。
ま
た
、
健
康
づ

く
り
は
短
期
的
な
努
力
で
簡
単
に
成
果
が
現

れ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
企
業
は
、
長
期

的
な
視
点
に
立
ち
、
従
業
員
に
対
し
て
三
年

後
、
五
年
後
の
あ
る
べ
き
将
来
を
示
す
よ
う

な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢
が
求
め
ら

れ
る
と
し
て
い
る
。

〔
注
〕

１　

二
〇
一
二
年
に
日
本
政
策
投
資
銀
行
が
世
界
に
先
駆

け
て
始
め
た
融
資
制
度
。
企
業
の
健
康
経
営
の
取
り
組

み
具
合
を
評
点
化
し
融
資
条
件
に
反
映
さ
せ
る
も
の
で
、

「『
健
康
増
進
』
を
企
業
レ
ベ
ル
の
取
組
み
に
位
置
付

け
て
い
る
か
」「
生
活
習
慣
病
対
策
を
適
切
に
実
施
し
て

い
る
か
」
な
ど
一
六
の
中
項
目
や
一
〇
〇
を
超
え
る
小

項
目
に
つ
い
て
実
地
審
査
の
う
え
で
付
与
さ
れ
る
。

２　

東
京
証
券
取
引
所
の
上
場
会
社
の
中
か
ら
、
従
業
員

等
の
健
康
管
理
を
経
営
的
な
視
点
で
考
え
戦
略
的
に
実

践
し
て
い
る
企
業
を
業
種
区
分
毎
（
一
区
分
で
一
社
）

に
選
定
し
て
紹
介
す
る
も
の
。
経
済
産
業
省
が
す
べ
て

の
上
場
会
社
に
対
し
て
、
従
業
員
の
健
康
に
対
す
る
取

り
組
み
や
成
果
に
つ
い
て
実
態
を
把
握
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、
①
経
営
理
念
・
方
針
、
②
組
織
・
体

制
、
③
制
度
・
施
策
実
行
、
④
評
価
・
改
善
、
⑤
法
令

順
守
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
五
つ
の
側
面
か
ら
ス

コ
ア
リ
ン
グ
。
さ
ら
に
各
業
種
上
位
企
業
の
中
か
ら
財

務
面
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
よ
い
企
業
と
し
て
二
二

社
を
選
定
し
た
。

３　

調
査
期
間
は
二
〇
一
三
年
一
〇
月
～
一
二
月
。
対
象

二
〇
〇
八
社
の
う
ち
回
答
数
は
三
五
九
社
（
一
七
・

九
％
）。
製
造
業
五
四
・
三
％
、
非
製
造
業
四
五
・
七
％
。

従
業
員
規
模
で
は
三
〇
〇
人
以
上
が
四
四
・
六
％
、
二

九
九
人
以
下
が
五
五
・
四
％
だ
っ
た
。

（
調
査
・
解
析
部
）


